
　



「 Anticipation - けはい」

「 Something - 何か」

布の内側に一人ずつ入ってご鑑賞下さい。
椅子に座っても、立ったままでもけっこうです。

一人一つ積んである石を取り、中庭の地面に戻して下さい。
日を追うごとに次第に数が減ってゆき、やがて 数 個だけになるか、
もしくは 全て無くなり植 物も枯れてしまっている事でしょう。

ここに積んである石は自然の象徴であり、いわば山の神様の様なものです。

神様を祀る様に薄く削られた檜で草花等が吊り下げられています。

この風景は次第に人の手が加わる事で変わってしまい、時間と共に消えてしまいます。

しかし存在を取り去る事により、逆に存在を強く感じるようになります。

数十年経ち私たちがこの世から居なくなっても、山や海や森など自然は生き続けます。

数百年守り続けられ 祀られてきた気配の象徴は 例え取り去られたとしても、

" たしか　で　ふたしかな もの " として存在し続けるのでは無いでしょうか。

会場手前作品

会場奥作品

熊野の地で言い伝えられてきた民話や伝承、私が実際に目にした風景を重ねて、

絵巻ドローイングを作りました。その中に入る事で現実世界と一旦切り離され、

より幻想的な風景に入り込み易くなるのではないでしょうか。

その人それぞれの体験や想像と重ね合わせ、何かを感じてもらえると嬉しいです。

展示内容 exhibition
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たしかで　ふたしかな　もの奥まゆみ
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